
１．はじめに

本橋梁は、静岡と清水を結ぶ国道１号静清バイ

パスの興津川に架かる橋梁である。また、清水港

近傍に位置し、河川での鮎釣りや海釣りが出来る

風光明媚な場所である。昭和３８年に２車線にて供

用を開始し、その後昭和５２年に拡幅工事を行い現

在４車線での供用を行っている。今回の工事では、

耐震性向上および長寿命化を目的として、支承の

取替・変位制限装置設置、そして腐食した対傾

構・下横構の補修と、高力ボルトの取替工事を行

うものである。

本書は、高力ボルトの取替時における品質向上

について報告するものである。

工事概要

�１ 工 事 名：平成２０年度新興津川橋補修工事

�２ 発 注 者：国土交通省中部地方整備局

静岡国道事務所

�３ 工事場所：静岡県静岡市清水区興津東町

�４ 工 期：平成２０年８月２６日～

平成２２年２月２６日

本工事の施工内容の１つである高力ボルトの取

替工事は、F１１Tの遅れ破壊という経時的に破壊

を起し、ボルトの破断や脱落による被害を防止す

るための対策工事である。

２．現場における問題点

本橋梁は、清水港に近接しており施工期間中に

海水の飛沫等による塩害の影響が懸念された。

また、取替えの数量が約２０，０００本と多いことか

ら施工開始から完了まで数ヶ月間と長期に渡るた

め養生が必要となった

現場状況を写真―１に示す。

写真―１ 現場状況

３．工夫・改善点

�１ 施工期間中における塩害対策の検討

塩分の進入を防止する対策として、施工範囲全

体の防護及びボルト取替部を被覆シートにて覆う

こととした。

施工前及び被覆シート状況を写真―２に示す。

�２ 品質管理についての検討

品質管理
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� 塩分付着量について

既に付着している塩分を水洗いにより除去し、

次工種へ移る際には必ず塩分測定を行うことで、

常に塩分の付着量を把握しながら施工を行うこと

とした。

更に、塩分付着量の規格値は『鋼道路橋塗装・

防触便覧』によると５０mg／㎡以下と規定されてい

るが、社内管理値を２０mg／㎡以下と、より厳しく

設定し管理を行うこととした。ボルト取替工の施

工フロー図を図―１に示す。

図―１ ボルト取替工施工フロー図

� ボルト締付け完了後の処理について

トルシア形高力ボルトの締付け完了後のピン

テール部の破断面は、凹凸となるため塩分の進入

防止及び塗装作業時の塗膜厚を確保するために、

専用の破断面処理機（ボルトシェイバー）により

凹凸部を仕上げることとした。

破断面処理前・後を写真―３に示す。

４．おわりに

今回の工事では、塩害の影響を受ける地域であ

ることから、通常の高力ボルト取替だけではなく

塩分の影響に十分配慮した施工を行った。

足場や施工範囲の防護についても台風等による

高波の影響を防止するため海側への張出しを控え

る構造とした。

足場及び防護状況を写真―４に示す。

今後は、長寿命化に向けて橋梁の補修及び補強

工事がさらに増加されると予測される。施工環境

などを十分に把握し実施工へ反映し、５０年或いは

１００年の延命を図ることが出来れば、橋梁に携わ

る技術者として幸いである。

写真―２ 施工前及び被覆シート状況

写真―３ 破断面処理前・後状況

写真―４ 足場及び防護状況
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